
１. はじめに

平成18年７月の中央教育審議会答申において, 教

員養成課程における学生の学びの質を向上させるこ

とを目的とした ｢教職実践演習｣ の新設と必修化が

提言された｡ それを受け, 幼稚園教員養成カリキュ

ラムにも ｢教職実践演習｣ が新設され, 本学でも平

成22年度入学生から必修科目として開講することと

なった｡ 教職実践演習の科目の趣旨は, ｢他の教職

課程の授業科目の履修や教職課程外での様々な活動

を通じて学生が身に付けた資質能力が, 教員として

最小限必要な資質能力として統合・形成されたかを,

課程認定大学が自らの養成する教師像や到達目標等

に照らして最終的に確認するものであり, 全学年を

通じた 『学びの軌跡の集大成』 として位置づけられ

るもの｣１) である｡ すなわち, ２年後期に開講され

る教職実践演習は, 幼稚園教諭としての資質や教師

としての力量を深め確かめる, 教員養成の総仕上げ

の授業として位置づけられるものである｡

この授業の実施にあたっては, 教員に求められる

４つの事項, ①使命感や責任感, 教育的愛情等に関

する事項, ②社会性や対人関係能力に関する事項,

③幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項, ④

教科・保育内容等の指導力に関する事項, を含める

ことが適当であるとされている｡ また, 授業方法は,

①講義だけでなく, ロールプレイングやグループ討

議, 実技指導, 事例研究, フィールドワーク, 模擬

授業等を取り入れる, ②教科に関する科目担当教員

と教職に関する科目担当教員が協力して実施する,

③教職経験者を指導教員に含め, 学校現場の視点も

加味した適切な評価が行われる, ことが挙げられる｡

このように, 教職実践演習は, 複雑で多岐にわたる

授業目標や授業内容, 授業方法に考慮した上で構成

することが求められるが, 実施上の方法的困難さを

克服するために検討すべき課題は多い｡

本研究は, 保育学科学生に対し, 授業担当者とな

る３名の教員で協議しながら, 本科目の目的達成の

ためにどのような授業を展開していくことが適当か,

またそこに横たわる課題とは何かを明らかにし, 平

成23年度後期の保育学科２年の授業実施に向けた詳

細な授業計画を立案することを目的として進めたも

のである｡ なお, 本学では授業科目名を平成23年度

のみ ｢教職実践演習｣, 平成24年度以降 ｢保育教職
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実践演習｣２) としているが, 本稿では ｢教職実践演

習｣ と表記する｡

２. 研究の進め方

｢教職実践演習｣ は, 上記のように新設の授業科

目であり, 幼稚園教諭に求められる資質や基礎理論・

知識, 社会性や対人関係能力, 保育や教科の指導力

などの総合的実践力が, 短大２年間の学びの過程で

幼稚園教諭免許を取得しようする学生全員が身につ

けているかどうかを確かめる科目ということ以外は,

特に決まった枠組みはない｡ つまり, 授業科目担当

者が上記の趣旨に則り, 学生の実態に即した授業計

画を立案していかなければならず, 文字通りゼロか

らのスタートとなる科目であった｡ そのため, 教職

実践演習の授業内容, シラバス及び具体的な授業の

展開方法, 担当教員間の役割分担や業務分担など,

実施に向けた作業概要についての協議を行った｡ 特

に, 履修カルテと学習ポートフォリオの作成と運用,

シラバスの深化と修正, 教職実践演習の授業内容の

具体的な進め方, 成績評価方法に焦点を当て検討を

重ねた｡

３. 履修カルテ・学習ポートフォリオの作成

１) 履修カルテと学習ポートフォリオの作成

履修カルテは, 学生が教職や保育実践についてど

のような知識や技術を身につけているのかを診断・

評価するものとして, 教職実践演習の履修前に学生

が必ず作成すべきものとされている｡ 本学において

は, 文部科学省から示されている履修カルテ例や,

先行する他大学の履修カルテやポートフォリオを参

考に, 履修カルテの内容や様式, 作成方法や提出時

期などを検討した｡

その結果, 本学保育学科では, １年前期終了時を

初回に, 学生が半期ごとに記入した履修カルテを担

当教員に提出して検印を受けること, 記入に際して

は, 各期毎に作成した学習成果物を学習ポートフォ

リオとして綴じ込み, 自分の成長過程を確認しなが

ら自己評価することにした｡ 学生には入学時に教職

実践演習についての説明を行い, ２年間を通じて使

用する履修カルテ・学習ポートフォリオ用のファイ

ルの配布と, 履修カルテの様式を本学ホームページ

からダウンロードして記入する方法を指導した｡ 一

方, 保育学科教員をはじめ専門科目の担当教員には,

学生が履修カルテを作成する際に, どの授業で何を

学び, 身につけたのかを確認できるように, 各授業

担当科目のシラバスに授業目標や到達目標を明確に

記述すること, 学生が各々の授業で作成したレポー

トや提出物は最終的に教職実践演習の学習ポートフォ

リオとして綴じていくことを説明し, こうした学習

成果物については検印後, 速やかに学生に返却する

ことを関係教員での共通認識とした｡

２) 履修カルテの内容

本学の履修カルテは ｢履修した科目に関する内容｣

と ｢自己評価シート｣ の２つの内容で構成した｡

� 履修した科目等に関する内容

履修した科目に関する内容は, ｢教職に関する科

目の履修状況｣ ｢教科に関する科目の履修状況｣ ｢教

育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目の履

修状況｣ について, 科目名, 単位数, 必修／選択の

別, 修得年度, 教員名, 成績評価, 学習効果 (学生

が自己評価を自由記述) を記入することにした｡ そ

の他の事項としては, ｢教育実習に関すること｣, 保

育士養成関係の ｢保育所実習, 施設実習に関するこ

と｣, ｢教育・保育に関する自主的な活動等｣ の欄を

設定した｡ ｢教育実習に関すること｣ では, 実習園

名, 実習期間, 教育実習の学習成果や自己課題の記

入, 教育実習中の指導案のコピーを添付することに

した｡ ｢保育所実習・施設実習に関すること｣ では,

科目名, 単位数, 必修／選択の別, 修得年度, 実習

施設名, 成績評価, 学習成果と自己課題を記入する

ことにした｡ ｢教育・保育に関する自主的な活動等｣

では, 幼稚園や保育所でのボランティア活動や学生

支援員, サークル活動での遊びの指導など, 教育・

保育に関連する自主的な活動について, 名称, 期間,

活動場所, 活動内容, 学生自ら学んだことを記入す

ることにした｡

� 自己評価シート

自己評価シートは, ｢教職に必要な資質能力につ

いての自己評価｣ をするもので, 学生が授業の履修
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状況や自主的な学習活動に基づいて記入する｡ 質問

項目は, 文部科学省中央教育審議会答申の４つの事

項である ｢使命感や責任感, 教育的愛情等に関する

事項｣ ｢社会性や対人関係能力に関する事項｣ ｢幼児

児童生徒理解や学級経営等に関する事項｣ ｢教科・

保育内容等の指導力に関する事項｣ について, 必要

な資質能力の指標を37指標設定した (表１)｡ これ

らの指標に基づき, 学生は１年前期終了, １年後期

終了, ２年前期終了, 教育実習終了, ２年後期終了

時の５つの時期に自己評価を記入する｡ 評価の基準

は, ｢未学習 (０点)｣ と, ｢全くできなかった (１

点)｣ ｢あまりできなかった (２点)｣ ｢ふつう (３点)｣

｢よくできた (４点)｣ ｢十分できた (５点)｣ の５段

階評定である｡ また, ｢教職を目指す上で課題と考

えている事項｣ として, １年前期から４つの時期に

分け, 自己評価シートの表を参考に, どの項目が特

に身についたのかをまとめるものとして, 学生が学

習成果と課題に関する自由記述の表も設定した｡

自己評価シートの指標のうち, 特に本学の学生で

きちんと身につけてほしい指標として ｢４遊びと生

活を柱とした幼児教育の基本を理解している｣ ｢12

子ども一人一人の発達の課題を理解し, 個々の子ど
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表１. 教職に必要な資質能力についての自己評価シートと結果 N＝48

答 申 １年次前期終了 ２年次前期終了

事項 視点 指 標 平均 平均 標準偏差

使命感や責
任感, 教育
的愛情

教職の意義・
学校教育に
ついての理
解

1 教職の意義や教員 (保育者) の役割, 職務内容, 子どもに対する責務を理解している 3.71 3.98 0.64

2 教育の理念, 教育に関する歴史・思想についての基礎理論・知識を習得している 3.04 3.49 0.58

3 学校教育の社会的・制度的な性質や学校の経営的側面についての基礎的な知識を習得している 3.10 3.48 0.59

4 遊びと生活を柱とした幼児教育の基本を理解している 3.94 4.09 0.62

5 保護者や地域との連携・協力の意味と重要性について理解している 3.88 4.06 0.73

課題探求力
6

特別支援教育, 預かり保育などの学校教育に関する新たな課題に関心を持ち, 自分なりに意見を持
つことができる

2.90 3.47 0.95

7 教職に向けての自己の課題を認識し, その解決にむけて学び続ける姿勢を持っている 3.98 4.13 0.65

子ども理解
や学級経営

子どもにつ
いての理解・
集団理解力

8 子ども理解のために必要な心理・発達論的な基礎知識を習得している 3.48 3.66 0.60

9 集団の性質や集団形成に関する基礎理論・知識を習得している 3.29 3.68 0.63

10 個々の子どもの特性や状況に応じた対応の方法を理解している 3.35 3.70 0.75

11 特別支援教育についての知識や特別な支援を必要とする子どもへの対応の方法を理解している 2.15 3.02 0.99

コミュニケー
ション力

12 子ども一人一人の発達の課題を理解し, 個々の子どもに応じた関わりができる 3.23 3.74 0.79

13 子どもの声を真摯に受け止め, 公平で受容的な態度で接することができる 4.00 4.17 0.67

14 子どもに積極的に関わったり, コミュニケーションをとることができる 4.23 4.43 0.62

社会性や対
人関係能力

他者との連
携・協力,
社会性や対
人関係能力

15 他者の意見やアドバイスに耳を傾け, 理解や協力を得て課題に取り組むことができる 4.21 4.38 0.68

16 他者と共同して保育を企画・運営・展開することができる 3.08 3.66 1.07

17 集団において, 他者と協力して課題に取り組むことができる 4.06 4.30 0.66

18 集団において, 率先して自らの役割を見つけたり, 与えられた役割をきちんとこなすことができる 3.75 4.06 0.67

社会人とし
ての基本

19
挨拶, 言葉遣い, 服装, 他の人への接し方など, 社会人としての基本的な態度やマナーなどが身に
ついている

3.98 4.19 0.65

保育・教科
の指導力

教育方法・
教育課程・
学級経営に
関する基礎
的な知識・
技能

20 教育課程(カリキュラム)の編成に関する基礎的な知識を習得している 2.35 3.15 0.86

21 幼稚園教育要領の内容や, 教育の５領域の内容を理解している 3.62 3.81 0.71

22 遊びを通しての指導や環境を通した指導に関する基礎理論・知識を習得している 3.46 3.74 0.71

23 基本的生活習慣の指導や内容に関する基礎理論・知識を習得している 2.92 3.64 0.71

24 指導法に関する基礎理論・知識を習得している 2.40 3.19 0.80

25 教材や遊具などについての基礎的な知識を習得している 2.60 3.41 0.58

26 指導案の作成に関する基本的な知識を習得している 3.21 3.91 0.55

27 学級経営・クラスづくりに関する基礎的な知識を習得している 1.44 2.83 1.19

28 情報教育機器の活用についての知識を習得し, 活用することができる 2.98 3.49 0.83

保育実践力

29 これまで履修した教科(音楽)に関わる科目の内容を習得している 3.83 3.96 0.75

30 これまで履修した教科(美術)に関わる科目の内容を習得している 3.77 3.98 0.74

31 これまで履修した教科(体育)に関わる科目の内容を習得している 3.81 4.02 0.74

32 教材を分析し, 教材研究を生かした保育実践を計画することができる 1.77 3.21 0.86

33
子どもの主体性を尊重し, 遊びを中心とした保育や設定保育を構想して指導案にまとめることがで
きる

2.71 3.62 0.71

34 保育を実践する際, 子どもの姿を捉え, 子どもの反応に的確に応じながら保育を行うことができる 3.10 3.43 0.68

35 子どもへの説明の仕方や話し方など, 保育を行う上での基本的な表現の技術を身につけている 3.33 3.60 0.74

36 保育実践後に子どもへの指導・援助について評価・反省し, 次の保育実践に活かすことができる 3.10 3.87 0.71

37 月案 (や週案) などの長期的な指導案を作成することができる 0.79 1.49 1.60



もに応じた関わりができる｣ ｢26指導案の作成に関

する基本的な知識を習得している｣ ｢34保育を実践

する際, 子どもの姿を捉え, 子どもの反応に的確に

応じながら保育を行うことができる｣ ｢36保育実践

後に子どもへの指導・援助について評価・反省し,

次の保育実践に活かすことができる｣ ｢37月案 (や

週案) などの長期的な指導案を作成することができ

る｣ 等の保育実践に重点を置いた指標を挙げた｡ ま

た ｢29.30.31これまで履修した教科に関わる科目の

内容を習得している｣ は, 音楽, 美術, 体育の３つ

の科目を別々の指標として挙げ, 教科別に学生の学

習状況を評価することにした｡

４. ｢教職実践演習｣ の授業内容

１) シラバスの作成

教職実践演習の授業を行うにあたり, 授業の目的

や目標, 各回の授業の到達目標, 授業の具体的内容

やスケジュール等の授業設計を担当教員間で話し合

い, シラバスを作成した｡

授業の目的は, 教職実践演習を通じて, 学生が教

職課程および保育士養成課程の知識・態度・技能を

統合的に学び, 保育者 (幼稚園教諭・保育士) とし

ての確かな実践力を修得することとし, 到達目標は,

①保育者として求められる ｢使命｣ ｢責任感｣ ｢教育

的愛情｣ を理解する, ②保育者として求められる社

会性や対人関係調整力を身につける, ③保育者とし

て求められる子ども理解力および学級経営力を身に

つける, ④保育者として求められる指導力を身につ

けることとした｡ 成績は, 出席状況や態度, 模擬保

育の発表や課題レポートの提出等で評価することに

した｡ 授業内容は, 表２のとおりである｡

２) 教職実践演習の授業内容

� グループワーク

教職実践演習の最初の授業では, 学生がこの時期

に, 保育者としてどのような力が身についているの

か, また保育者に求められる力とは何かを学生自身

が確認することからスタートすることにした｡

学生は, 教職実践演習を開始する前に, 保育所実

習10日間を２回, 幼稚園実習４週間を終了しており,

保育者に求められるものや自分の保育者としての実

力を実感し認識している時期である｡ それゆえ, 学

生が実習内容を思い出したり, 履修カルテの自己評

価シートを見ながら, 保育者としての現在の自分の

力量を知り, 保育者としての自己課題に気づくこと

でさらなる学びにつなげることを目標にした｡ そこ

で ｢学生から保育者へ巣立つ！｣ というキャッチフ

レーズを掲げ, ワークショップ形式のラベルワーク

の手法を用いたグループワークを行うことにした｡

具体的には, 学生が学んだことや身につけたことを

付箋に書き, 模造紙に貼りながら話し合い, グルー

プでまとめた後, 全体に向けて発表し, 学んだこと

や今後の課題を全体で共通理解するものである｡ 学

生51人のうち, グループは議論の進めやすさを考慮

し, １グループ５.６人で合計９グループとした｡

� グループワークの授業の目的

◎保育者に求められる資質・能力の理解

・自己の実習や履修カルテに照らして, 保育者に

求められる資質や能力が理解できる｡

・保育者としての自己の特徴や長所を確認すると

共に, 自己課題を発見できる｡

・グループで話し合い, 協力してグループワーク

ができる｡

� グループワークの授業内容 (第１～２回)

①付箋に記入する (第１回)

｢学生から保育者として巣立つ！｣ を念頭に,

付箋に以下の内容を１枚１項目で書く｡

Ａ. ２年次の実習のことを思い出し, 指導を受け

た保育者からこういう力が短大で身についてい

る, 実習中にこういう力がついたと評価された
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表２. 教職実践演習の授業内容

授業回数 活動内容

第１～２回
グループワーク (保育者に求められる資質能力を
グループで話し合う) [話し合い120分, 発表60分]

第３～８回 現職教員授業 (教材研究と教育内容の指導方法)

第９～11回
模擬保育・指導計画の作成と準備 (学生がグルー
プに分かれて活動)

第12～14回 模擬保育・実践 (ロールプレイ, 相互評価)

第15回 模擬保育の評価, 総括 (保育者としての自己評価)



こと (指導を受けた保育者から直接ほめられた

ことや実習日誌で評価されたこと), 実習中に

身についたと思う事項を書く｡ また, 履修カル

テの自己評価シートを見ながら, 短大２年間の

学びの過程で学び習得したことを書く｡

Ｂ. 実習中に指摘された保育者としての今後の課

題面や実習中に気づいた保育者として必要な力

や, 保育者になるにあたり自分の弱いところ,

残りの短大生活で身につけるべき課題面を書く｡

②グループでまとめる (第１.２回)

Ａ.Ｂの内容について, 模造紙に貼りつけ, グ

ループメンバー全員で発表する｡ 次に, 内容の似

通ったもの, 共通するものを集めたりグルーピン

グしていき, 最終的に自分たちの考えを図式化し,

ペンで模造紙上にまとめていく｡ 最後に, 図にま

とめた内容を一言で表す ｢テーマ (“学生から保

育者に巣立つ”という問いに対し, グループで最

終的にまとめた答えを簡潔に言い表したもの)｣

をつける｡

③全体に向けて発表する (第２回)

グループ順に前に出て, グループでまとめた模

造紙を使いながら発表する｡(１グループ５～６分)

④活動を評価する (第２回)

同じグループ内の学生に対し, ｢グループワー

ク評価シート (個人用)｣ を使い, 本活動全体の

ピア評価を行い, 同時に自己評価も記入する (図

１)｡ また, 学生が各自, ｢授業ふり返りシート｣

に授業で学んだことや気づいたことを記入する

(図２)｡

� 現職教員の授業内容

教職実践演習は, 学校現場の視点を取り入れる観

点から, 必要に応じて教育現場の教員又は教員勤務

経験者を講師とした授業を含めることが望ましいと

されており, 本学でも現職教員による授業を取り入

れることにした｡ その際, 教職実践演習は, ２年後

期の学びの最後の時期に設置されていることを考慮

し, 模擬保育の参考となり, 保育の実践に直結する

保育内容や幼児への指導法に重点を置く授業内容と

なるように, 現職教員に相談・依頼した｡

� 現職教員の授業の目的

◎学級経営力や保育実践力の向上

・子ども理解の仕方や学級経営(クラス運営), 指

導方法を理解できる｡

・クラス担任の役割や実務, 他教員との協力のあ

り方が理解できる｡

・題材や教材研究を実施し, 教材や指導形態, 指

導の評価が理解できる｡

� 現職教員の授業内容 (第３～８回)

現職教員の授業は, 幼児を対象とした保育実践場

面の活動のヒントとなるような教材研究や指導法を

学ぶ授業とした｡ 後半で行う模擬保育につながるよ

うに, 学生が多くの保育内容を知り, 保育活動のイ

メージを持つことを目指し, 学生が幼児に対する様々
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図２. 授業ふり返りシート
図１. グループワーク・模擬保育 (計画・準備)

評価シート



な指導法を経験する中で, 保育者しての言葉かけや

幼児へのかかわり方, 教員としての立ち振る舞いな

どの総合的な実践力を高め, 教員としての姿勢や心

構えを身につけることを目的とした｡

� 模擬保育の実践

模擬保育については, 今まで短大で学んできたこ

とを踏まえ, 学生が幼児を対象とした20分程度の保

育をグループに分かれて計画し, その保育実践を指

導計画にまとめる活動を３回の授業の中で進めてい

くことにした｡ その後の３回の授業では, 各グルー

プで考えた模擬保育の内容を順番に発表し, 保育者

として子どもたちを指導していく実際を模擬的に行

い, 保育者として発表しない学生は, クラスの幼児

として役割演技 (ロールプレーイング) をする｡ 実

践後に発表者には他者評価を行い, 模擬保育への評

価をフィードバックすること, 担当教員は, 学生の

模擬授業の様子をビデオカメラで撮影し, 最後の授

業でそのビデオを学生全員と見ながら, 全体で評価

を行うことにした｡

� 模擬保育の授業の目的

◎教材作成と模擬保育の実践, 発表と評価

・題材探究や教材研究を行い, 保育者としての表

現力や子どもの反応を生かした指導計画を立案

する｡

・子どもへの指導方法と環境構成の方法などに配

慮した模擬保育ができる｡

・グループで話し合い, 役割分担をしながら, 協

力して活動に取り組むことができる｡

・模擬保育を分析する中で, 自己や他者の良い点

や改善点を発見し, 評価できる｡

� 模擬保育の活動内容 (第９～15回)

① 教材研究と指導計画の作成 (第９～11回)

・グループで教材研究を行い, 子どもを対象とし

た模擬保育案を考える｡ ３.４.５歳児のクラス

担任として20分程度の部分指導計画を立案する｡

・授業や実習などで取り組んだ活動以外を考える｡

体育, 美術工芸, 音楽などの範囲を組み合わせ

たり, 保育内容の５領域を横断的に捉えた活動,

子どもが楽しく取り組める活動を発想する｡

・模擬保育で対象とする子どもの人数は, 20～35

人のクラスを想定し, 活動にふさわしい発表場

所や人数を指導計画に書き入れる｡

・指導計画に盛り込むことは, ｢グループとメン

バー｣ ｢発表のテーマ｣ ｢問題意識 (この活動を

取り上げる理由)｣ ｢予想される子どもの姿や保

育者の願い｣ ｢対象・人数｣ ｢設定場所｣ ｢活動

のねらい｣ ｢教材観・活動内容｣ ｢活動の具体的

展開｣ 等 (様式自由) である｡ 教材などの必要

資料があれば添付する｡ 指導計画は, 印刷した

ものを発表前に全員に配布する｡

・発表時のグループの役割分担を決め, 保育者は

主担当と裏方の２人か, 副担当を加えた３人で

進める｡ 模擬保育の発表中に, 導入, 展開, ま

とめ等の活動の節目で学生が役割を交代し, 全

員が ｢主担当｣ と ｢裏方｣ の役割を担当しなが

ら進めるよう計画する｡

・第９回～11回の授業の最後に, グループでその

時間に活動した内容を ｢グループ活動報告書｣

に記入し, 担当教員に提出する｡

②模擬保育の発表・活動の評価 (第12～14回)

・１グループ20分の時間で, 模擬保育の発表を行
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図３. 模擬保育 (実践) 評価シート



う｡ １コマで３グループ発表する｡

・発表したグループの模擬保育を評価する｡ ｢模

擬保育評価シート (個人用)｣ に発表者以外は

他者評価を, 発表者は学生個人で自己評価を記

入する｡ 他者評価は記入後に集め, グループに

渡す (図３)｡

③模擬保育の反省と評価 (第15回)

・模擬保育を録画したビデオを見ながら, 発表グ

ループ別に模擬保育の評価を話し合ったり, 参

加者の評価を見ながらグループでまとめ, ｢模

擬保育評価シート(グループ用)｣ (図３)に記入

する｡

・ ｢模擬保育(計画・評価)評価シート(個人用)｣

(図１)に各自記入する｡

・担当教員から, 模擬保育に関する総評を行う｡

・学生が各自 ｢授業ふり返りシート｣ に記入する

(図２)｡

５. 授業の総括と成績評価方法

教職実践演習の成績は, テストを実施せず, 授業

の取り組みと最終課題物となる ｢履修カルテ・学習

ポートフォリオ｣ の提出で評価する｡ 最終課題物の

｢履修カルテ・学習ポートフォリオ｣ とは, 教職実

践演習で作成した以下の文書を指定のファイルには

さみ込んだものである｡

１) 最終課題物 (履修カルテ・学習ポートフォリオ)

の内容

① ｢履修カルテ (最終版)｣

・２年後期の内容まですべて記入したものが

｢履修カルテ (最終版)｣ になる｡

②第１・２回 グループワークの資料

・ ｢グループワーク評価シート (個人用)｣３)

(図１)

③第３～８回 現職教員の授業資料

・現職教員からの課題物

④第９～15回 模擬保育の資料

・ ｢模擬保育 (計画・準備) 評価シート (個人

用)｣３) (図１)

・ ｢模擬保育 (実践) 評価シート (個人用)｣４)

(図３)

・ ｢模擬保育 (実践) 評価シート (グループ

用)｣４) (図３)

⑤ ｢授業ふり返りシート｣

・グループワーク, 現職教員授業, 模擬保育

(指導計画の作成・準備, 模擬保育 (発表)

の４つの活動に関する自らの学びについてま

とめる (図２)

⑥ ｢自己評価・まとめシート｣

・履修カルテの ｢自己評価シート｣ の２年後期

終了時の自己評価をもとに自己分析する｡

・ ｢自己評価・まとめシート｣ の“評価の高い

指標に関する分析・考察”の欄に, 必要な資

質能力の指標の項目欄ごとに自己評価の高い

指標と低い指標はどれか (学生が身について

いる／いないと思う指標) を分析・考察して

記述する｡

・ ｢自己評価・まとめシート｣ の“その他に関

する分析・考察”の欄には, 項目別の自己評

価の高い／低いに関する分析以外のうち, 自

分で気づいたことなどを書く｡ また, ｢履修

カルテ (最終版)｣ を見て, １年前期から２

年後期の間に, 特に評価が高くなった指標

(２年間で成長した指標) や評価が低い・変

わっていない指標 (これから身につけるべき

課題指標) について分析・考察する｡

・ ｢自己評価・まとめシート｣ の“卒業・今後

に向けての課題”の欄には,“評価の高い指

標に関する分析・考察”や“その他に関する

分析・考察”を踏まえ, 今後の自分の課題と

なる指標や項目を書く｡

⑦過去に作成した履修カルテ

・１年前期分から, 古い順番にとじる｡

⑧学習ポートフォリオ

・短大で学んだ成果物の代表的なものをとじる｡

分量が多い場合は厳選し, １冊にまとめる｡

２) 教職実践演習の成績評価方法

学生の成績評価の評価者は, 現職教員の評価と合

わせて教職実践演習の担当教員３名で協議し, 成績
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をつけることとした｡ また, 成績評価は, 出席状況

や態度 (20％), 履修カルテ・学習ポートフォリオ

の最終課題物 (現職教員の提出物も含む) (40％),

グループワークや模擬保育の取り組みと発表 (各種

評価シートやふり返りシートも含む) (40％) によ

り, 総合的に判断することとした｡

６. 教職実践演習開始直前の学生の学修実感

教職実践演習の授業を開始するにあたり, 短大１

年半における学生の学修実感について, １年次前期

と２年次前期の科目終了後に記入した自己評価シー

トをもとに検討した｡

１) 倫理的配慮

平成23年10月に, 保育学科２年生に対して研究目

的, 方法等を, 担当教員が研究協力依頼の文書を用

い口頭で説明し, 学生個々の研究参加の自由意思が

阻害されないように配慮した｡ また, 個人が特定さ

れないこと, データの慎重な取扱等について説明し,

研究協力の同意の意思があれば署名を依頼して了承

を得た｡

２) 自己評価の結果

保育学科２年生51名中, 研究協力に同意を得られ

た48名の履修カルテを対象とし, 自己評価シートの

得点を各指標で比較した (表１)｡ 網掛け部分は平

均値が4.0以上と, 3.0未満の指標である｡

37指標すべてにおいて, １年次前期終了時 (以下

1年次と記す) より２年次前期終了時 (以下, ２年

次と記す) の得点が高くなっていた｡ 平均値4.0以

上の指標が１年次では4に対し２年次では10, 逆に

3.0未満の指標が１年次では10あったが２年次では2

と減っている｡ 学生は１年次と比較して, 学べたと

いう実感を高めていることが推察される｡

１年次から平均値4.0以上の高い自己評価を示し

たのは ｢13子どもの声を真摯に受け止め, 公平で受

容的な態度で接することができる｣ ｢14子どもに積

極的に関わったり, コミュニケーションをとること

ができる｣ ｢15他者の意見やアドバイスに耳を傾け,

理解や協力を得て課題に取り組むことができる｣

｢17集団において, 他者と協力して課題に取り組む

ことができる｣ の４指標であった｡ さらに２年次に

は, ｢18集団において, 率先して自らの役割を見つ

けたり, 与えられた役割をきちんとこなすことがで

きる｣ ｢19挨拶, 言葉遣い, 服装, 他の人への接し

方など, 社会人としての基本的な態度やマナーなど

が身についている｣ でも4.0以上の高い自己評価を

示していた｡ これらコミュニケーション力, 社会性

や対人関係能力については, １年次から｢できた｣と

いう自信をつけ, ２年次でも一貫して学んだ実感を

強く持っている現状が明らかとなった｡

これらの資質能力は, 保育・教科の指導力の指標

(指標20～37) で示される知識や技能, 表現力のよ

うな見える能力というよりは, むしろ関心, 価値観,

思考力, 判断力, 意欲などの見えにくいところの能

力である｡ 梶田は, 見えにくいところの育ちが見え

る学力を支えている ｢氷山モデル｣ により, 体験・

感動と知識の往復作用の重要性について述べてい

る５)｡ 学生は入学後すぐに本学科の伝統的かつ特色

ある授業の ｢ほいくまつり｣ の活動に加わり, 特に

２年生は, 自らがリーダーとなって１年生をまとめ

たり, 対外的な交渉を重ねるなど, 様々な体験をし

ながら喜びや感動を味わっている６)｡ このような経

験が, まず見えにくいところの育ちを後押しして１

年次からのコミュニケーション力, 社会性や対人関

係能力の自信に実感としてつながっていると考える｡

また, ｢４遊びと生活を柱とした幼児教育の基本

を理解している｣ ｢５保護者や地域との連携・協力

の意味と重要性について理解している｣ ｢７教職に

向けての自己の課題を認識し, その解決にむけて学

び続ける姿勢を持っている｣ といった教職の意義・

学校教育についての理解や課題探求力, ｢29, 30,

31これまで履修した教科 (音楽, 美術, 体育) に関

わる科目の内容の習得｣ も自己評価が高い｡

１年次に平均値3.0未満の低い自己評価を示した

指標は, ｢20教育課程 (カリキュラム) の編成に関

する基礎的な知識を習得している｣ をはじめとした

教育方法・教育課程・学級経営に関する基礎的な知

識・技能に関するものが多かった｡ しかし, 授業の

進行に伴い, ２年次にはこれらについても大部分は
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学んだ実感を高めている｡

一方, ２年次においても自己評価が低い指標は

｢27学級経営・クラスづくりに関する基礎的な知識

の習得｣ ｢37月案 (や週案) などの長期的な指導案

の作成｣ であった｡ これらは, ０点 (未学習) と回

答した学生がそれぞれ４名, 22名おり, 平均点の低

さにつながっている｡ 実際, これらの内容を含む科

目 ｢教育方法の研究｣ ｢保育内容総論｣ は２年後期

に開講されており, 得点が低いのはやむを得ない面

もあると捉えている｡ 逆に５点と高い自己評価をし

ている学生がいるのは, 自らの主体的な学習により

身につけた成果かもしれないし, 指標の認識の不十

分さや自己評価の稚拙さによるものと捉えることも

できる｡ 学生の主観的な基準で自己評価されている

ので, 何がどこまでできれば ｢できた｣ と評価する

のかはかなり幅があるが, 前述したグループワーク

の中で評価基準を具体化しながら, 深化できるもの

と考えている｡ また２年前期終了時で自己評価の低

い指標については, 指標の該当する２年後期の授業

科目の中で学生に身につけさせる必要があり, 保育

学科の教員全体で授業内容の見直しや改善をする必

要がある｡

３) 教職実践演習で強化する指標

教職実践演習の授業内容に対応している自己評価

指標は, 全37指標中20指標あると考えた (図４)｡

図４の中で, 自己評価平均が37指標中上位10位以内

の高い指標は＊印を, 下位10位以下の低い指標は網

掛けで示した｡ 図４のとおり, 教職実践演習の授業

内容に, 高い指標, 低い指標ともに５指標ずつ含ま

れている｡

高い指標は中教審答申の ｢使命感や責任感, 教育

的愛情｣ や ｢社会性や対人関係能力｣ であるが, こ

れらの事項は, 教職実践演習のグループワークや現

職教員授業の演習を通してさらに力を高められると

思われる｡

一方で, 低い指標は ｢教育方法・教育課程・学級

経営に関する基礎的な知識・技能｣ や ｢保育実践力｣

といった ｢保育・教科の指導力｣ の事項であるが,

これらの指標を高めるように現職教員授業, 模擬保

育の演習で強化し, 学生の学びが深まるようにして

いきたい｡

以上, 教職実践演習の授業は, 保育者に求められ

る広範にわたる資質能力を統合的に扱っていること

から, 個々の学生が自己評価の低い指標を卒業前の

最後の学期において, さらに向上させることに資す
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る内容になっているといえる｡ このことは冒頭に記

した ｢教員養成課程における学生の学びの質の向上｣

を保証することにつながると考える｡ 加えて, 本授

業で学生が得た知見及び自己評価指標等は, 卒業後

の自己学習への大きな糧となるものと予測し期待す

るものである｡

７. おわりに

教職実践演習の授業は, 平成23年度後期に本学保

育学科で初めて行われる授業であり, 実際のところ

はこれから授業を実施し, 内容を吟味していく必要

がある｡ しかし, 授業内容や授業構成を授業担当者

間で話し合いながら, 教職実践演習を短大２年間の

学びを統括する授業内容に設計できたことは大きな

成果であるといえる｡ 本学保育学科の学生が短大２

年間の学びの過程で身につけるべきことは何かを考

え, 学生への教育に具体的に反映させていくことが,

豊かな人間性と優れた専門性を兼ね備えた, 質の高

い保育者の育成につながるものと考えられる｡

今回の教職実践演習の事前準備や授業構想は, 実

際に授業を実施したのち, 点検及び授業内容の工夫・

改善を重ね, 保育者養成課程における教職実践演習

の１つの授業モデルとなるよう完成度を高めていく

ことを目指している｡

今後の展望としては, 学生の２年間の学習過程と

教職実践演習の取り組みを照合し, カリキュラムポ

リシー及びディプロマポリシーに関わる保育者養成

課程の全容を掌握することができるものとなるよう,

研究を深めていく考えである｡ そして本研究の成果

が, 保育学科教員間のさらなる教育連携の強化に貢

献し, 保育者として社会に巣立っていく学生の質を

保証する, より確かな教育の営みへと展開すること

を目指したい｡
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